
小湊鉄道株式会社に対する業務監査の実施結果 

項  目 主 な 取 組 み 状 況 等 所    見 所見に対する回答 

１．運賃等に関する事項 

（１）関係法令、通達に基

づく諸手続等 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）連絡運輸・乗継割

引・企画乗車券等 

 ①連絡運輸 

 

 

 

 

 

 

・小湊鉄道株式会社（以下「小湊

鉄道」という。）における運賃・

料金設定等に関する諸手続につ

いては、関係法令等に基づき適

正に処理されている。なお、現

行の運賃は、平成２６年３月７

日に認可を受け、平成２６年４

月１日より実施している。 

また、鉄道運輸規程第４条に基

づく運賃表、旅客列車の時刻表

その他運輸上必要となる旅客営

業規則等の備え付け、同規程第

８条に基づく運賃表、時刻表の

掲示については、現地調査を行

った各駅において適切に実施さ

れており、同規程第１２条に基

づく乗車券の券面表示（適用区

間、通用期間、運賃額等）につ

いては、適正に記載されていた。 

 

 

 

 

・ 連絡乗車券の発売範囲につい

て、定期は、五井で接続する東

日本旅客鉄道株式会社（以下

「ＪＲ東日本」という。）との

間で、東京都区内全ての駅、総

武本線（市川・佐倉間）、京葉

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②乗継割引 

 

 

③企画乗車券 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④福祉割引 

 

 

 

線（舞浜・千葉みなと間）、外

房線（本千葉・大網間）、内房

線（浜野、八幡宿、姉ヶ崎・君

津間）、定期外についても、五

井で接続するＪＲ東日本との

間で、東京都区内全ての駅、総

武本線（市川・成東間）、京葉

線（舞浜・千葉みなと間）、外

房線（本千葉・茂原間）、内房

線（浜野、八幡宿、姉ヶ崎・君

津間）、成田線（酒々井、成田・

成田空港間）、東金線全ての駅

となっている。 

 

・乗継割引については、実施して

いない。 

 

・企画乗車券については、自社線

内の一日フリーきっぷ「一日フ

リー乗車券」及び上総中野で結

節するいすみ鉄道株式会社（以

下「いすみ鉄道」という。）との

共同企画で、五井から大原間片

道乗降自由の「房総横断記念乗

車券」、五井から上総鶴舞・高滝

間の往復きっぷと周辺の施設が

割引する「鶴舞、高滝周遊券」

等を発売し旅客誘致に努めてい

る。 

 

・身体障害者及び知的障害者に対

する運賃の割引を実施してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・引き続き、利用者への積極的な

ＰＲを行うと共に更なる鉄道利

用促進に向けた企画乗車券等の

発売について、検討することが

望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後も利用者にとって、より魅力的

な企画券の内容を検討し、チラシや

ホームページ等により積極的にＰＲ

を行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ⑤IC カードシステム 

 

 

 

（３）駅務機器類関係 

 

 

 

 

（４）運賃・料金の誤表示、

誤収受関係 

   

 

 

 

（５）その他 

①偽造紙幣等の対応 

 

 

 

 

②無料乗車証 

 

 

 

 

 

③消費税改定に伴う利用

者への案内周知につい

て 

 

 

 

・ＩＣカードシステムは導入して

いない。今後導入する予定もな

い。 

 

・自動券売機は、利用客の多い６

駅（五井、上総村上、海士有木、

上総三又、上総山田、馬立）に

設置している。 

 

・過去３年間における運賃の誤表

示・誤収受については、発生し

ていない。 

 

 

 

 

・偽造紙幣等が発見された場合、

発生箇所から本社へ報告、本社

から警察等速やかに連絡してい

る。 

 

・小湊鉄道では、社員乗車証、家

族乗車証、通学乗車証、株主優

待乗車証及び優待乗車証があ

り、「乗車証規定」に基づき、発

行・貸与している。 

 

・小湊鉄道では、旅客運賃変更認

可申請時及び認可時にホームペ

ージの他に駅のポスター、プレ

ス発表により広く周知を行った

ところである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運賃収受の信頼性の確保は、鉄

道事業者の社会的信用を維持す

るために最も重要な課題である

ことから、引き続き、誤表示・

誤収受の防止に向けた取り組み

が望まれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・運賃の適正な収受については、常に

その重要性を認識して業務遂行に携

わるよう機会あるごとに指導してま

いります。 

運賃改定時の機器改修に伴う誤表

示、誤収受防止については、慎重に

対処してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 



２．情報提供に関する事項 

 

 

 

・小湊鉄道では、ホームページを

通じて運賃に関する情報提供を

行っている。 

 

・ホームページ等を活用し財務等

に関する情報提供の検討が望ま

れる。 

 

・今後どこまで情報を提供可能なのか

検討してまいります。 

 

 

３．駅等での案内情報（旅

客案内）に関する事項 

（１）案内サイン表示の整

備状況について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）バリアフリー施設の

案内サイン表示の整備

状況について 

 

 

（３）列車での案内情報の

提供状況について 

 

 

 

 

・案内表示設備等の整備について

は、利用状況を勘案し実施して

いる。特にＪＲ東日本との接続

駅である五井駅では、円滑に乗

り継ぎができるよう接続会社と

連携を図り案内を行っている。 

無人駅での案内情報は、連絡先

を掲示し連絡を入れてもらうこ

ととしている。 

 

・バリアフリー関係設備はスロー

プによる段差解消のみであるた

め、特段の案内サインは整備し

ていない。 

 

・社内マニュアルは作成されてい

ないものの、適切に情報提供は

なされている。 

 

 

 

・案内情報の提供については、引

き続き、利用者の利便性向上の

ため、さらなる案内充実への検

討を期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後どのような案内情報が可能なの

か検討してまいります。 

 

 

 

 

 

 

４．バリアフリー対策に関

する事項 

（１）バリアフリー化のた

めに講ずべき基本的事

項 

 

 

 

 

 

・交通バリアフリー法に基づき、

２０２０年までに整備を進める

１日の利用者数が３，０００人

以上に該当する駅はない。 

   なお、このほか移動円滑化基

準には適合しないが、全１８駅

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

（２）ソフト面におけるバ

リアフリー対応 

 

 

中１１駅段差解消が図られて

いる。また、沿線自治体の市原

市では、「市原市バリアフリー

基本構想」を策定し、五井駅に

おいて視聴障害者誘導ブロッ

クの設置が検討されている。 

 

・障害者等が利用する場合は、事

前に連絡してもらい、複数の社

員で対応している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．外国人観光旅客等への

対応に関する事項 

 

 

 

 

 

・小湊鉄道の沿線には、外国人観

光旅客等が訪れるような大きな

観光地がないことから、外国人

観光旅行客等を対象とした企画

乗車券の設定は行っていない

が、市原市が発行している「小

湊鉄道沿線ウォーキングガイ

ド」は、２カ国語（日本語・英

語）で掲載されており、駅窓口

にて配布している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．乗継円滑化措置に関す

る事項 

（１）直通運転等の実施に

ついて 

 

（２）ダイヤ調整 

 

 

 

 

 

 

 

・小湊鉄道では、他社線と直通運

転を実施していない。 

 

・小湊鉄道では、接続しているＪ

Ｒ東日本、いすみ鉄道とダイヤ

調整を実施している。また、各

駅より同社バス部門小湊鉄道バ

ス（以下「小湊鉄道バス」とい

う。）とも調整を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

終電等が遅延した場合の措置に

ついては、ＪＲ東日本の乗換駅

である五井駅、いすみ鉄道の乗

換駅である上総中野駅におい

て、現場の状況に応じ、運転指

令の判断により実施している 

 

 

 

 

７．事故等による輸送障害

時の旅客対応に関する事項 

（１）輸送障害等発生時の

連絡体制等 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）利用者等への情報提

供等 

 

 

 

 

（３）振替輸送等 

 

 

 

 

（４）遅延証明 

 

 

 

 

・事故等により輸送障害等が発生

した場合の対応については、指

令からの指示を基に行ってい

る。実際に輸送障害等が発生し

た場合は、障害発生場所から速

やかに運転指令に通報し、運転

指令から各列車、各駅及び本社

等に連絡することとなってい

る。 

 

・輸送障害時の旅客への情報提供

については、ホームページ、車

内・構内放送及び駅に設置して

いる告知板により運行状況の内

容などを表示している。 

 

・振替輸送については、必要に応

じ小湊鉄道バス又は小湊鉄道系

列タクシーを使用し代替輸送を

実施している。 

 

・遅延証明書については、列車の

遅れが生じた時に旅客の申し出

により、五井駅及び上総牛久駅

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

で発行している。  

 

 

８．災害対応等危機管理に

関する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事故、災害を想定し、「重大事故 

・非常災害対策規則」、「乗務員

の異常時の連絡通報要領」、「鉄

道部災害要綱」を作成しており、

災害発生時の旅客対応を想定し

た訓練については、自社におけ

る防災訓練を年に１回実施して

いる。 

また、平成２６年９月には、千

葉県警察、日赤千葉支社及び市

原市消防局と大規模地震を想定

した合同災害対応訓練を行っ

た。 

 

・今後とも年間を通して計画的に

訓練を実施し、災害時には安全

で迅速かつ的確な対応が行える

よう、引き続き、全社的な取り

組みが期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今後計画的に出来る事から実施して

まいります。 

又、自治体等より協力要請があれば

積極的に行ってまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．利用者からの意見等に

関する事項 

 

・利用者からの意見等は、電話・

ファックス・手紙・来訪等各種

手段で受け付けている。寄せら

れた意見等の件数は、平成２４

年度が２件、平成２５年度が１

件である。内容としては、接遇

に関することが多い。寄せられ

た意見等は、全て社内回覧で幹

部まで報告されているととも

に、会議等においても報告され

ている。 

 

・今後も利用者の意見・要望等を

取り入れ、一層のサービス改

善・利便性の向上に努めること

が望まれる。 

・今後も利用者からの意見、要望を会

社全体で共有しサービス及び利便性

向上に努めてまいります。 



１０．係員の接遇等に関す

る事項 

（１）移動制約者対応への

教育 

 

（２）上記以外の接遇に関

する研修 

 

 

 

 

（３）係員の勤務状況 

 

 

（４）旅客の犯罪に関する

駅職員等の対応 

 

 

 

 

（５）係員の配置 

 

 

 

（６）業務委託に関する事

項 

 

 

・移動制約者への対応について、

研修等は実施していない。 

 

・その他の接遇研修についても、

実施していないが、今後は、バ

ス部門で行っている接遇研修に

参加を検討しているところであ

る。 

 

・過去３年間に駅係員についての

不祥事は発生していない。 

 

・旅客の暴力行為、迷惑行為につ

いては、近年発生していないが、

発生時には本社に連絡し、必要

に応じ警察に通報するなどの対

応をとることとしている 

 

・小湊鉄道では、１８駅中３駅を

終日有人、２駅を時間帯有人駅、

１３駅を終日無人駅としている 

 

・五井駅については、ＪＲ東日本

に乗車券及び定期券の販売を、

また月崎駅については、民間会

社に社線内の乗車券販売を委託

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・他部門と連携を図るなど、定期

的な研修の実施が望まれる。 

 

 

 

 

 

・今後、定期的に実施するよう努めて

まいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１．その他のサービスに

関する事項 

（１）携帯電話の取扱 

 

 

 

 

（２）優先席 

 

 

 

（３）健康増進法への対応

（受動喫煙防止対策） 

 

 

 

 

（４）ベビーカー対応 

 

 

 

 

（５）女性専用車両導入・

マタニティマークにつ

いて 

 

 

 

（６）遺失物の取扱 

 

 

 

 

 

 

 

・携帯電話の取扱については、マ

ナーモードにし、通話は遠慮い

ただく様、車内放送を適宜実施

し、周知に努めている。 

 

・優先席は、大きな混雑もないこ

とから、特に対策を取っていな

い。また、要望もない。 

 

・車内は終日全面禁煙としており、

随時、利用者へ放送にて周知を図

っている。また、駅構内について

は、一部喫煙場所を除き禁煙であ

る。 

 

・ベビーカーの取扱については、

折りたたまずに車内に持ち込め

るとしており、特に利用制限は

設けていない。 

 

・大きな混雑もないことから、女

性専用車両の導入は行っていな

い。また、マタニティマークの

ステッカー貼付、配布は行って

いない。 

 

・遺失物の取扱いについては、「遺

失物取扱手続」を定め、各駅で

遺失物明細簿を作成して管理

し、保管期間（４日）経過後全

て本社へ送付し一括管理されて

いる。なお、落とし主が現れな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

（７）ＡＥＤ設置について 

 

 

 

い時は、拾得した日から７日以

内に所轄警察署へ引き渡してい

る。 

 

・ＡＥＤについては、設置はない。 

 緊急時には、五井駅最寄りの市

原市施設「サンプラザ市原」に

設置してあるＡＥＤを使用する

こととなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


